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最適な栄養素と変化する食の環境 - 会議報告 

 

要旨： 

栄養学は過去 1世紀にわたり、急速に進化しました。先進国の栄養学者や政策

立案者は、取り組みの中心をこれまでの栄養不良による疾患から、過剰なカロリーやス

トレス、そして身体を動かすことの少ない生活などの状況に対処することを目的とした

新たな枠組みへと移行しています。栄養学、テクノロジー、そして製造技術の進歩は栄

養不良による疾患をほぼ根絶しましたが、同時に肥満や非伝染性疾病、加齢など、増大

する課題に直面しています。栄養に関する研究は、個々の栄養素が細胞と分子レベルに

与える影響の原因となるメカニズムを理解する熱意に基づいた還元主義的アプローチか

ら始まり、必要な進化を成し遂げました。このアプローチは近年、食生活における広い

意味での栄養の役割を理解する目的と共に、さらに包括的なアプローチとして普及しま

した。最終的に、このアプローチは栄養学、食生活、社会学、行動学的および環境的な

要因が複雑に入り組んだ相互作用、そしてどのように健康維持と健康促進に影響を与え

るかという食の環境への完全な理解に到達することでしょう。 
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